
しわす：師匠である僧侶が、お経をあげるために東西を馳せる月という説が有力

８９日間の２学期も残り７回の登校を残すのみとなりまし

た。今年度は、バス学習や学習発表会などの学校行事を行う

ことができ、子ども達にとって昨年度以上に充実した２学期

になったことと思います。

２学期が始まるときに、子ども達一人一人が自分の「生活

の目標」や「学習の目標」をたてました。自分がたてた目標

を振り返り、がんばったことやもう少し努力が必要だったこ

とを、冬休みや３学期に生かしてくれることを期待していま

す。よい冬休みが迎えられるよう各学級で２学期のまとめを

行います。

さて、森の里小学校では、緑園中学校エリアの「学びの約

束」にあわせて全校で統一した学習規律の徹底を行っており

ます。毎年４月に全校で一斉指導を行い、年に４回の子ども

達の自己評価アンケ－トを実施しています。

１０月のアンケ－トでは、「学習用具の準備」と「相手を見

て話を聞く」「文字を整えて書く」の３つの項目で成果が見ら

れました。特に、「学習用具の準備」は大きな成果があらわれ

ています。一方で、「整理整頓」はわずかに向上しましたが、

引き続き課題となっております。

３学期以降も子ども達が落ち着いて学ぶ環境づくりのため

に、全校で学びの約束の徹底を推進していきます。

深く考え、心豊かな、

思いやりのある たくましい子

学習も生活も２学期のまとめを

①７月 ②１０月 ②－①

学習用具の準備 ７５．４％ ８４．４％ ＋９．０％

相手を見て話を聞く ７７．０％ ８２．２％ ５．２％

文字を整えて書く ８１．０％ ８６．０％ ５．０％

整理整頓 ８０．２％ ８０．８％ ０．６％

上の２つは、全学級に掲示し

ております森の里小学校「み

んなの約束（高学年版）」です

１０月３０日から始まった授業参観日並びに学級懇談会にご来校いただき、ありがとうござい

ました。また、来校にあたり感染症対策にご理解とご協力をいただきありがとうございました。

３学期の参観日についても、国・道・市の感染状況に応じて適切な実施に努めてまります。引き

続き、ご理解とご協力をお願いいたします。



新型コロナウイルス感染拡大の影響により学年を超えての

活動を制限しておりましたが、帯広市の方針「児童会やクラ

ブ活動、小集団での活動に加えて、学年を超えた教育活動に

ついて感染症対策をより徹底しながら段階的に再開する」を

受けて、本校でも児童の交流を徐々に再開しております。

児童会活動では４年生以上が学年を超えて集まり、活動を

再開しました（上の写真）。また、６年生が学級を訪問し、

下級生を楽しませる取組を実施しました（下の写真）。

全校集会についても、感染状況を考慮するとともに、感染

症対策を十分に講じて、徐々に再開していく予定です。

１１月２２日と２４日の２日間で、全学年が冬道教室を行

いました。帯広市の交通安全指導員の皆さんに冬道で気をつ

けることを教えていただきました。低学年は体育館で冬道体

験学習も行いました。

冬の訪れとともに路面状況は悪化していきます。子ども達

が安全に登下校できるよう引き続き、学級での指導も継続し

ていきます。

５年生が、「高齢者疑似体験装具を身につけた体験学習」と

「車いすの体験学習」を実施しました。

高齢者疑似体験装具を身につけた体験学習では、半身マヒの

状態になり、視野を狭め、音も小さく遠くから聞こえるように

装具を身につけ、長い廊下を歩いたり、階段を上り下りしたり

しました。車いす体験学習では、２人１組になり、スロ－プや段差を上り下りしたり、手洗いをし

たり、下駄箱で靴を出し入れしたりしました。

高齢者福祉体験学習を通して、高齢の方の生活を知り、思いやりの心を育むことができたと思い

ます。また、高齢の方をはじめとする地域に暮らす人々の日常生活課題に目をむけ、考えを深める

きっかけづくりになりました。

昨年度から配置されております学習指導

員を３月まで１人増員することができまし

た。子ども達の宿題やドリルの丸付け、提

出物の確認など担任業務を補助することで、教材研究や子ども達と向き合う時間を

確保し、教育活動の更なる充実を進めてまいります。

児童の交流も徐々に再開

学年を超えた児童会活動

下級生を楽しませる６年生

冬道教室を行いました

体育館での冬道体験（１年生）

高齢者福祉出前授業（５年生）

学習指導員を増員

車いす体験

佐野麗さん


